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	スライド番号 1
	�　成績評価ガイドラインを検討するワーキンググループでは，他大学におけるガイドラインの調査や議論を重ね，ガイドラインのたたき台を各部局の先生方に提示し意見を収集しました。集まった意見をもとに，授業設計と成績評価のガイドラインの導入においては，全学的な「成績評価の基準表」と各教員が授業ごとに作成する「授業別ルーブリック」の導入を軸とすることになりました。�　本リーフレットでは，ガイドラインの要点を抜粋して紹介します。
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